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通建連合は、軽傷・重症を含め続発する労働災害の連鎖を断ち切ることを目的に、通建

連合「労働安全衛生統一行動」を 1 月 20 日～2 月 21 日の期間に実施し、安全で安心し

て働ける職場の確保に向け取り組みを展開してきました。 

インフラ東北は、通建連合方針を踏まえ、「労働安全衛生統一行動（2 月 3 日～21 日）」

の取り組みとして、安全衛生推進会議（ＴＴＫ）・安全工法委員会（大和電設）、朝礼の場

に組合役員や分会長が参加し、①冬期間における作業環境悪化 ②年度末工事繁忙——等

に向けた注意喚起を行うとともに、通建連合作成の安全グッズを配布しながら安全意識の

高揚に努めてきました。また、期間内において労使合同パトロールを実施し、事故情報の

周知状況や、再発防止策の周知状況等について確認を行ってきました。 

「労働安全衛生統一行動」取り組み状況 
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ＴＴＫグループ企業支部取り組み状況 大和グループ企業支部取り組み状況 

今年度も残すところあとわずかとなりました。全国的にも重大人身事故が多発しております。最後まで

気を抜かず、私たちの働く東北管内からは事故は絶対に起こさない、起こさせないという強い意識を持っ

て作業に従事していただき、笑顔で家族の元に帰りましょう。 
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 近年、大型台風や記録的な豪雨等により各地で甚大な被害が発生しています。 
そのような中で、昨年は台風 15 号・台風 19 号等の暴風・大雨等により通信設備に大き

な被害が受けたことから、一日も早い復旧に向け東北で働く我々の仲間が災害復旧工事に
従事しましたのでご紹介いたします。 

 

 

氏  名：天口 鷹晃さん 

会 社 名：山形通信工事 

場  所：千葉県 銚子市 

作業内容：故障修理業務 

感  想： 

現地でまず、目に入ってきたのが想像を超える光景で
した。信号機が止まっている！家屋の屋根、ガラスの破
損・浸水！ 

ＮＴＴ設備を見ると、倒木・電柱折損・ケーブルの断
線し、皆様の生活に必要なライフラインが途絶えている
場所がたくさんありました。 

今回の災害支援は、一人でも多く困っている方々を助
けるその一心で作業を実施してきました。 

作業を終えお客様の笑顔が見れた時はとても嬉しか
ったですし、やりがいのある仕事だなと改めて思いまし
た。 

元通りになるまでは、まだまだ時間がかかると思いま
す。みんなで協力して乗り越えていけたらなと思いま
す。 

いつどこでまた災害が起きるかわからない、その際は
現場第一線に立ち皆さまの役に立ちたいと思います。 

 

氏  名：及川 光司さん 

会 社 名：シグマックス 

場  所：千葉県館山市 

作業内容：メタル・光接続作業 

感  想： 

台風 15 号の被害で千葉県館山市に災害復旧作業をし
に行きましたが、台風の影響で普段目の当たりにできる
光景とはほど遠く、電柱傾斜、ケーブルが断線している
状況が多方面に見受けられました。 
慣れない土地ということもあり、復旧に行くにも土砂崩
れや道路の崩落により通行止めで足止めをくらい、思う
ように作業が進みませんでした。 
そんな大変な状況の中でも他社の方々と知り合いにな
ることができましたし、ベテラン作業員の方々の技術や
知識を目の当たりにできとても勉強になりました。 

ずっと緊張感をもって作業していたせいか普段よりも
疲労が溜まるのが早く感じましたが、地域住民の方々か
ら感謝のお言葉を頂き、少しでも早く復旧できればとの
思いで作業を行っていました。 

このような経験をさせて頂き、今後の業務に生きると
思います。 

 

氏  名：山中 秀一郎さん 

会 社 名：八甲通信建設 

場  所：千葉県県南全域 

作業内容：モバイル（ＮＣＣ系）保守 

感  想： 

初めての災害復旧の現場であったことから、不安な気
持ちで現地へ乗り込みました。 

現地へ到着し状況を見て唖然といたしました。 
復旧現場へ向かう道路も倒木・土砂崩れで通行できな

い状況となっており、移動にあたってもなれない土地で
もあったことから大変苦慮しました。 

今回の震災は大規模の災害であり現地の状況の把握
も難しい状況にあったことから、発注元からの指示が二
転、三転し心身ともに大変疲弊いたしました。 

しかしながら、こんな状況でも頑張る仲間と被災した
方々の頑張りに背中を押され災害復旧期間中頑張るこ
とができました。 

元通りになるまでは時間がかかると思いますが、みん
なが協力して元通り以上に復旧できればいいなと思い
ます。 

いつどこでまた災害が発生した場合は、今回の経験を
活かし、また皆さまの役に立ちたいと思います。 

 


